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　平成28年11月１日　　　　　　　　　　　　　　　149号

　平成27年度決算特別委員会が、9月2日・21日・23日に開催され、一般会計、6特別会計、2公営企業
会計について審議を行い、9月28日の本会議において認定・可決されました。

決算審査
特別委員会

平成27年度各会計の決算を認定しました

平成 27 年度　太宰府市歳入・歳出決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：円

会 　 計 　 別 予算額
歳　　入 歳　　出 差引残額

決算額① 執行率 決算額② 執行率 ①ー②

一 般 会 計 27,808,962,618 25,525,691,108 91.8% 24,019,938,609 86.4% 1,505,752,499

特

別

会

計

国民健康保険事業 10,083,983,000 8,867,340,929 87.9% 9,566,239,524 94.9% ▲ 698,898,595

後期高齢者医療 1,140,259,000 1,141,949,451 100.2% 1,085,890,547 95.2% 56,058,904

介護保険事業 4,625,602,000 4,638,594,781 100.3% 4,563,972,293 98.7% 74,622,488

住宅新築資金等
貸付事業 1,795,000 11,900,914 663.0% 1,591,153 88.6% 10,309,761

筑紫地区障害支援
区分等審査会事業 12,902,000 10,320,006 80.0% 10,320,006 80.0% 0

筑紫地区介護認定
審査会事業 115,635,000 95,750,747 82.8% 95,750,747 82.8% 0

合　　　計 43,789,138,618 40,291,547,936 39,343,702,879 947,845,057

※国民健康保険事業の赤字額 698,898,595 円は、翌年度予算より繰上充用を行いました。

平成 27 年度　公営企業会計歳入・歳出決算　　　　単位：円
会計 科　目 予算額 決算額 執行率

水
道
事
業

収益的収入 1,439,163,000 1,449,888,921 100.7%
収益的支出 1,250,329,000 1,230,274,332 98.4%
　　収益的収支 ― 219,614,589 注①
資本的収入 18,067,000 14,333,860 79.3%
資本的支出 432,048,000 360,782,819 83.5%
　　資本的収支 ― ▲ 346,448,959 注②

下
水
道
事
業

収益的収入 1,842,778,000 1,834,725,855 99.6%
収益的支出 1,484,360,000 1,464,468,926 98.7%
　　収益的収支 ― 370,256,929 注③
資本的収入 871,551,000 651,007,920 74.7%
資本的支出 1,758,718,000 1,567,403,866 89.1%
　　資本的収支 ― ▲ 916,395,946 注④

平成 27 年度　市債・基金残高　　　　　　　  単位：千円
区　　分 H26年度末 H27年度末 増減額

市　　債 22,754,756 23,856,350 1,101,594

基　　金 5,239,669 4,578,736 ▲ 660,933

注①
純利益は、204,950,303 円（税抜き額）

注②
不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で補
てんしました。

注③
純利益は、349,986,605 円（税抜き額）

注④
不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で補
てんしました。
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太宰府市の
お金の使い方をチェック

Ｑ 国士館大学跡地・建物の購入費（7,500 万円）について
Ａ 総額 4 億 5,310 万円のうち、分割払いの平成 27 年度分 7,500 万円です。残額は 1 億 5,000
　  万円です。

Ｑ 国士館跡地・建物の有効利用について
Ａ 年間管理費として 1,800 万円以上かかっており、有効な利活用を検討します。

Ｑ 地方創生関連事業について
Ａ 地方版総合戦略の策定、子ども子育て応援事業、健康づくり事業及び観光振興事業に取組みました。

Ｑ 私立保育所安全対策補助金（1,100 万円）について
Ａ 私立保育園の看護師配置事業に対して補助を行いました。

Ｑ 赤ちゃんの駅整備（197 万円）について
Ａ 体育センター、男女共同参画センタールミナス及び図書館に、乳児室を設置しました。

Ｑ 観光ＰＲ映像の製作（1,399 万円）について
Ａ 観光ＰＲ映像「TIMELESS ELEGANCE（タイムレスエレガンス）」を製作し、ホームページ等で
　 公開しています。

Ｑ バスラッピング補助金（600 万円）について
Ａ 西鉄バス旅人号６台の観光ＰＲラッピングに補助を行いました。

Ｑ 自治基本条例策定の進行状況について
Ａ 協働のまちづくり推進本部で精査を行っており、早期の議会の上程を目指しています。

Ｑ マイナンバーカードの交付状況について
Ａ 9 月 16 日現在で 4,218 件の交付を行いました。

Ｑ 学童保育所の施設充実について
Ａ 利用児童数の増加に伴い空き教室数が足りていない状況であり、別棟での整備を検討しています。

Ｑ ゴミ減量推進費（3,436 万円）の事業効果について
Ａ 市民のみなさまのご協力により、微量ではありますがゴミ処理量は減少しました。

Ｑ 生活道路改良費（8,546 万円）について
Ａ 市営土木の予算の範囲内で、各自治会から上がってきた要望を参考に順次実施しています。

Ｑ 歴史的風致維持向上計画（2 億 3,973 万円）の事業評価について
Ａ 今後、歴史的風致維持向上協議会で評価を行います。

Ｑ プラムカルコアの臨時工事（1 億 4,625 万円）について
Ａ 只今、緊急に改修が必要な部分の工事を行っています。計画的な改修を進めるために、現在策定
　中の公共施設管理計画の中で検討していきます。

Ｑ 国民健康保険事業におけるジェネリック医薬品の減額効果について
Ａ 平成 27 年度は 1,600 万円ほどの減額効果がありました。

Ｑ 国民健康保険事業の累積赤字（平成 27 年度末 6 億 9,890 万円）について
Ａ 平成 30 年度の県事業移管までに、法定外繰入等により累積赤字の解消に取組んでまいります。
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